
社会実験を経て
常設化を目指す取組

【資料１０】



球磨川テラス(左岸・御麺／りんどう前)

R7.12.26 R8.3.31

歩行者天国
社会実験

社会実験
延長

社会実験終了／占用主体を民間へ切替

社会実験
延長

人吉市占用主体

スケジュール

歩行者天国
常態化

地元主体

社会実験延長期間に道路・河川活用の制度設計および
交通規制の合意形成を進める

人吉市 人吉市

常設化

◯イメージ(社会実験時の風景)

◯常設化に向けたプロセス

以下の制度設計・合意形成が行えるまで社会実験を延長する。社会実験終了時に、占用主体を民間に切り替える。

①道路・河川を定常的に活用するための制度設計

②定常的な交通規制(歩行者天国化)をするための合意形成

河川道路を人のための滞留空間へ。誰でも利用できるテーブル・ベンチ等の設置、イベント実施、河川道路の維持管理など。
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まちなかサードプレイス・ひとはこ図書館 (肥後銀行人吉支店1階)

◯イメージ(社会実験時の風景)

◯事業イメージ

肥後銀行1階を活用し、市と民間の共同運営、図書機能を持つサードプレイスの常設化へ。

サードプレイス

ひとはこ図書館
オーナーが運営

コミュニティ
マネージャーが常駐

国：アカデミア
県大：流域治水

良好な関係で

選書or
館外貸出

市図書館機能

流域治水・アカデミア イベントスペース

ひとはこ図書館

倉庫

本棚オーナー

ひとはこ図書館企画
可能な範囲の運営

本の提供
オーナー料負担
場所運営協力

市民有志

熊本県立大学
共創流域治水PJ

展示・WS・イベント
実施者

コンテンツ
持ち込み

休憩・会話・読書・
勉強・イベント参加
など利用者

場所の提供

サードプレイス
をつくりたい

本を通じて友達を
増やしたい

人吉の文化を
共有したい

場所の利用

ー

共
創
に
関
与
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

主
体
的
な
共
創
パ
ー
ト
ナ
ー

八代河川

人吉球磨流域
の魅力を広めた
い

デザイン
会議PM

まちなかの暮らしを
豊かにしたい
（居場所）

場所確保、賃料負担
居場所運営
図書館連携

人吉市

肥後銀行

市施策協力

福祉事業者
教育機関

場所の提供

ビジネスセミナー

生活満足度の向上
居場所を実現したい

産業振興

健康増進

健康相談
企画連携

ニーズを
実現したい

全体推進
支援

活動

活動

◯関わる主体の目的・役割のイメージ

取組による成果・課題を将来的に

・サードプレイス

・図書館再編の方針

に反映していく。

・各主体の目的・役割を合わせていく

・人吉市：主体的に居場所運営に参画

・市民有志：引き続き参画

・県立大共創流域治水PJ
：さらなる活動

・八代河川国道事務所
：球磨川の流域アカデミアを推進

常設化
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